
講演１

00:00‐00:00

Web配信

2023年12月4日（月）19:00～20:00

矢谷 達樹 先生

伊藤 玲子 先生

『 小児のC型肝炎治療の経験
～診療ガイドラインからの治療戦略～ 』

小木曽 智美 先生

『 C型慢性肝炎に対するDAA治療
Eliminationと今後の課題 』

座 長

事前登録 https://bit.ly/Abbvie1204
上記URL 又は 二次元バーコードよりアクセスいただきご登録ください。
登録方法につきましては裏面もご参照ください。

開催日時

演 者 国立成育医療研究センター
総合診療部 総合診療科

東京産婦人科医会 城西北ブロック長

基調講演 19:00 - 19:20（20分）

演 者

特別講演 19:20 - 20:00（40分）

東京女子医科大学病院 消化器内科
講師

共催：東京産婦人科医会城西北ブロック
アッヴィ合同会社

東京産婦人科医会
城西北ブロック

学術講演会のご案内

＜学会単位：５点 機構単位：1単位＞
＊参加確認後、記載施設名宛に 日本産婦人科医会 研修参加証（シール）を郵送予定

https://bit.ly/Abbvie1204


登録方法のご案内

※ご視聴には事前に「Zoom」の
インストール、もしくはアプリのダウンロード（無料）が必要となります

登録用URL

上記の登録URLへアクセス後、下記事項の入力をお願いいたします。

【ご施設名・姓名・事前アンケート】

・視聴用URLをご登録メールアドレスにお送りいたしす。
・ご施設名宛に、日本産婦人科医会 研修参加証（シール）を郵送予定

アッヴィ合同会社：関 礎廣
☎：070-1316-6206
✉：motohiro.seki@abbvie.com

小児C型肝炎治療の重要性について

C型肝炎ウイルスに感染してもほとんど自覚症状がない状態で、約70%は慢性肝炎へと移行するとのデータがあ
ります。治療せずに放置すると肝繊維化が引き起こされ重篤な肝硬変や肝臓がんに進行する可能性があります。
C型肝炎ウイルスは血液を介して感染しますが、日本国内の小児および青年期C型慢性肝炎患者さんの約
99%は母子感染による感染であったと報告されています 。母子感染の場合、感染時期が早いことから他の水平
感染による患者さんよりも肝硬変発症時期が早いことも報告されています。

弊社では、日本での肝炎撲滅を推進するため、企業や業界の枠組みを越えて、また地方自治体、医 療関係
者の皆さまとも連携し、様々な活動に取組んできました。このたび、日本初となる、3 歳以上 12 歳未満の小児
C 型慢性肝炎患者さんへの治療選択肢を提供することで、新たなアンメットニーズに応 えると同時に、日本での
肝炎撲滅に貢献してまいります。

皆様方のご視聴登録を心よりお待ちいたしております。

https://bit.ly/Abbvie1204

共催：東京産婦人科医会城西北ブロック
アッヴィ合同会社

https://search.abbvie-channel.com/cms/cgata/pdf/cgatakanen_under12_hospital_230714.pdf?230720_v0
https://cgatakanen-support.net/

